
市
職
員
募
集
中

(

事
務
職
・
消
防
職)市民に信頼され、市民の役に立つ市役所

　市職員が目指す「職員像」
❖市民の中に入って、地域の課題を見つけ、市民とともに考え、

解決に向け積極的に行動する職員
❖職員一人ひとりが、専門性や得意分野を持ち、自らの特性も

最大限に発揮し、市民の信頼に応える職員
❖社会情勢の変化に即応した改革意識を持ち、仕事への情熱と

柔軟な思考のもと、市役所と仕事を変革できる職員

消防職

事務職

先
輩
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

高齢者支援課
（入庁４年目）
熊谷 美優 

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
介
護
人
材

の
育
成
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
介

護
職
を
目
指
す
人
に
研
修
費
の
助
成

や
修
学
資
金
の
貸
し
付
け
、
ま
た
介

護
職
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
積
極
的
な
広
報
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。
介
護
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
介
護
に
対

す
る
不
安
を
な
く
し
た
い
で
す
。
一

緒
に
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

舞
鶴
市
を
住
み
良
い
ま
ち
に

東消防署警備 1 課
（入庁 2 年目）
中野 恭介 

火
災
・
救
急
出
動
の
ほ
か
、
災
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
予
防
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
火
災
現
場
に
行
っ
た
と

き
、
悲
惨
な
被
害
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
火
災
は
絶
対
に
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
な
災
害
現
場
で
も
、
冷
静
に
安

全
・
確
実
・
迅
速
な
活
動
が
で
き
る

消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
、
訓
練
な
ど

を
通
し
て
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
消
防
士
を
、
あ
な
た
も
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

市
役
所
の
役
割
は
、市
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に「
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、生
活
や

仕
事
な
ど
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、条
件
や
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
す
。

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、汗
を
か

く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
求
め
て

い
ま
す
。

総
合
案
内
、人
事
課
、西
支
所
、加
佐

分
室
、消
防
本
部
、東
消
防
署
、西
消

防
署
で
配
布
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、事
務
職
は
人
事
課
へ
、消

防
職
は
消
防
本
部
へ
。
詳
細
は
、試

験
案
内
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
。左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

▼
詳
し
く
は
、人
事
課

（
☎
66
・
1
0
6
6
）へ
。

採
用
試
験

【
日
時
】９
月
18
日
㈰
９
時
45
分
か
ら

【
場
所
】市
役
所
本
庁

【
受
付
期
間
】８
月
26
日
㈮
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。
郵

送
の
場
合
は
、８
月
26
日
17
時
15

分
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
る

【
募
集
職
種・人
数
】❖
事
務
職（
中
級・

初
級
Ⅰ
・
初
級
Ⅱ
）…
３
人
程
度

❖
消
防
職
…
若
干
名

※
初
級
Ⅱ
採
用
者
は
、土
木
系
の
職

場
に
配
属
。
本
市
指
定
の
教
育
機

関
で
専
門
知
識
を
習
得

【
申
し
込
み
方
法
】 

申
込
書（
市
役
所
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舞鶴市文化親善大使

歌は、どんな環境にあっても、どんな場所に
いても、いつでも歌うことができます。どんな
子にも平等に与えられた可能性だと思ってい
ます。

私自身、人との関わりが苦手でしたが、歌う
ことを通して、自分の感情表現がスムーズに
できるようになりました。

また、自分の気持ちをどう人に伝えればい
いのか分からない、どう吐き出していいのか
分からない、このようなことが心に積もり、人
前に出ることや学校に行くことが嫌になると
きがありましたが、そんなときに自分を一番
助けてくれたのが音楽でした。

子ども達には歌を通して自分の気持ちを素
直に出しやすくなるように、その手助けをし
たいと思っています。

舞鶴子どもコーラスの子ども達が社会に出
るときにどう変わっているのか、今から楽し
みです。

エル・システマはベネズエラで47年前に
始まった音楽教育システムであり、子ども達
に無償で音楽指導を提供し、集団での音楽体
験を通じて忍耐力や協調性、自己実現力が身
に付けられるとして世界70か国以上の国や
地域で活動が展開されています。

日本では、東日本大震災の被災地の復興の
中、長期的に子ども達を支えたいという思いか
ら、10年前に福島県相馬市で活動を開始しま
した。福島県相馬市、岩手県大槌町、長野県駒
ケ根市、東京都、大阪府豊中市に続いて、舞鶴
が6か所目となります。舞鶴市において、これ
までから子ども達のために活動してこられた
先生方や支えておられる保護者の皆さんのオー
ナーシップ、その周りで活動を支えておられる
関係者とのパートナーシップで、音楽を通して
子ども達の居場所をつくっていきたいと考え
ています。

舞鶴の発展、子ども達の明るい将来を願っ
ています。

市内で、児童・生徒を対象にそれぞれ活
動していた合唱団を母体として、6月11日に
舞鶴子どもコーラスが発足しました。

舞鶴子どもコーラスでは、合唱という活
動を通して、憧れの田中彩子さんや第一線
で活躍されている合唱指導の先生など「本
物」と出会います。また、小学生から高校生
まで、さまざまな特性を持った仲間たちと
一緒に音楽を作り、音楽を作り上げる活動
を通してステキな自分を見つけ、仲間を、ま
ちをもっと好きになります。音楽を市民の
皆さんと一緒に楽しみ、まちをもっと元気
にしていきます。

これからはエル・システマを通じて、全
国の子ども達や海外の子ども達と交流の機
会をつくって世界とつながり、音楽を通し
て平和な世界をつくるために役立っていき
たいと考えています。

田中 彩子さん

一般社団法人
エル・システマジャパン 舞鶴子どもコーラス

舞鶴子どもコーラス団員募集中

「
音
楽
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
生
き
る

力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」協
定
を
締
結

舞
鶴
市
と
田
中
彩
子
舞
鶴
市
文

化
親
善
大
使
、
一
般
社
団
法
人
エ

ル
・
シ
ス
テ
マ
ジ
ャ
パ
ン
、
舞
鶴

子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
は
「
音
楽
を
通

し
て
子
ど
も
達
に
生
き
る
力
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
協
定
で
は
、
仲
間
と
共
に
行

う
音
楽
活
動
に
、
希
望
す
る
子
ど

も
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境

を
整
え
、
お
互
い
を
認
め
合
い
な

が
ら
、
仲
間
同
士
で
教
え
合
い
、

助
け
合
っ
て
、
目
標
を
達
成
す
る

喜
び
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
達
が
誇
り
と
自
信
、

夢
と
希
望
を
持
っ
て
積
極
的
に
自

己
実
現
で
き
る
「
生
き
る
力
を
育

む
」
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
き
生
き
と
音
楽
に
打

ち
込
む
子
ど
も
達
を
中
心
に
周
囲

の
大
人
た
ち
や
地
域
社
会
が
活
性

化
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
潤
い

と
喜
び
、
ま
た
、
ま
ち
に
元
気
が

も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

《
文
化
振
興
課
》

代表　中野 紗織さん代表理事　菊川 穣さん

締結式でのあいさつ

【練習場所】城南会館、まなびあむ、中総合会館、総合文化会館
【対象】小学生～高校生
【練習日】❖小学生…第1.2.4（5）週 土曜日（月3回）、10時～11時30分
❖中・高校生…月1回日曜日、10時～11時30分
❖合同…第3日曜日、10時～12時

【申し込み方法】専用申し込みフォームで。右コードからアクセス可。
【問い合わせ先】舞鶴子どもコーラス事務局（☎090・6359・8745）


